
公的医療機関等２０２５プランについて（地域医療構想関係部分） 

愛知県心身障害者コロニー中央病院 

【地域において今後担うべき役割】（Ｐ5） 

・コロニー中央病院は、心身に発達障害のある人を対象に生後間もない小児期から成人

に至るまで幅広い医療を展開している国内でも稀有な病院である。医療療育総合セン

ター（仮称）発足後は、県内の発達障害医療の拠点施設及び小児・周産期医療の後方

支援施設として、重い障害のある児者への専門的な医療ケアや、在宅医療を支えるシ

ョートステイや付き添いなしのレスパイト入院を充実した看護体制のもとで行うな

ど、障害者医療に特化した医療を提供していく。 

 ・染色体疾患を中心に患者や家族に遺伝学的情報の提供や遺伝カウンセリングを実施し、

遺伝性疾患に対する総合的な治療を提供していく。 

【今後持つべき病床機能】（Ｐ5） 

 ・コロニー中央病院の入院患者は重症度、医療・看護必要度が著しく高く、また、人工

呼吸器使用患者が増加し呼吸ケアの必要が増大していることから、急性期病棟を維持

していく。 

 ・児童思春期年代（主に１５歳未満の児）の虐待に起因する精神障害（心身症、不登校）

の診断、治療を行う心療科が小児保健医療総合センターから医療療育総合センター(仮

称）に移管され、精神病床において患者を受け入れる。 

 ・医療療育総合センター（仮称）一期工事で整備した重症心身障害児者病棟について、

引き続き慢性期病棟として維持していく。 



【今後の方針】（Ｐ6、Ｐ7） 

＜４機能ごとの病床のあり方について＞ 

 現在 

（平成28年度病床機能報告）

 将来 

（2025年度） 

高度急性期    

急性期 １３５  １４７ 

回復期  →  

慢性期 １２０  １２０ 

（合計） ２５５  ２６７ 

・愛知県地域医療再生計画（平成２３年）により、発達障害者を始めとした障害児(者）

医療をコロニー中央病院が担うこととなり、あいち小児保健医療総合センター心療科が移

管される。 

＜診療科の見直しについて＞ 

・コロニー中央病院が従来対象としてきた知的障害を伴う患者に加え、知的障害を伴わな

い発達障害の患者も対象として、発達障害者に対する総合的拠点機能の役割を担うことと

なり、あいち小児保健医療総合センターとの機能再編を行うことになった。 

 これにより、平成３０年度、あいち小児保健医療総合センター心療科をコロニー中央病

院に統合する。 

【その他の数値目標】（Ｐ7） 

医療提供に関する項目（重症心身障害児者病棟を除く） 

・ 病床稼働率：８７．１％（平成３１年度見込）  

・ 紹介率：６５％以上  

・ 逆紹介率：４０％以上 

経営に関する項目（重症心身障害児者病棟を除く） 

・ 人件費率：７０％
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